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　本稿は，筆者が2006年に上梓した『日本におけるサミュエル・ジョンソンおよび

ジェイムズ・ボズウェル文献目録』(ナダ出版センター )に対して，2010年9月末ま

でに得られた情報を追加し，それまでに判明した誤記を訂正するために執筆された．

　2009年がSamuel Johnson (1709-1784)生誕300年であった．しかしあいに

くなことに，英語関係者のために情報伝達役を担っていた『英語青年』が2009年4

月から休刊になってしまったせいか，日本では300周年を記念しようとの機運が盛

り上がらなかったようである．それでもJohnsonやJames Boswell (1740-1795) 

研究者たちからは300年目を意識しての成果が多少見られたので，それらを日本に

おける2009年の成果として記録しておくことを主たる目的として，この「補遺」を

活字化することにした．

　表記上の方針については，上述の『文献目録』に添えた「凡例」(pp. vii-xi)に沿っ

ているが，要点だけを以下に略述しておく．

　執筆者または翻訳者が日本人名であることを目安に採録したが，海外で発表された

日本人名による文献や，日本で発表された外国人名による文献も排除しなかった．

　各項冒頭の【文献番号】では，３桁目までは文献が発表された西暦年の下３桁を，

４桁目は発行月(1 〜 9，X＝10月，Y＝11月，Z＝12月，&＝不明)を表し，5桁目

には同じ月に発表された文献を識別するための記号(1 〜 9，a，b，c…)が振られて

いる．

　各項目へのコメントに添えられることがある【主題識別番号】の内訳については，

本稿末尾の「主題別索引」に箇条書きしている．
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　煩雑さを避けるために，Dictionary, JB, Journey, Life, Shakespeare, SJ, Vanity 

といった略式表記を用いている．必要に応じて「凡例」を参照されたい．

　執筆者名に対して敬称を略させて頂いている．

　この「補遺」は筆者が存在を知り得た文献(＊付は未見の場合)を記述しているに過

ぎず，網羅的であることは意図されていない．なお「参照資料目録」は省略した．

◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆

【87171】に追加：

　　　【参考】：榊原貴教 「スマイルズの翻訳社会史：『西国立志編について』」＆「日

本におけるスマイルズ像」＆「スマイルズ翻訳作品目録」 『翻訳と歴史：文学･社会･

書誌』 第43号 ナダ出版センター 2009年3月 pp. 1-14．

【89081】　無署名[坪内逍遙]　「をかし」　『讀賣新聞』　1890年8月18日〜 9月9

日．　　8月24日第6面掲載の「第二十 誤
ご

謬
ベう

)」(選集ではpp. 77-78)はDictionary

での'Curmudgeon'が後世に招いた珍談．同29日第5面の「第三十 文
リテラリー・クラブ

學 會)」(pp. 

87-88)ではGarrickによる滑稽なGoldsmith評．9月5日第5面の「第四十一 人
じん

爵
しゃく

)」

(pp. 98-99)によると，Peter Rubens (1577-1640) ほどの画家には称号なぞ不

要とSJが一喝した由．　【再録】：*『逍遙選集第八巻』 春陽堂 1926年10月 および 

第一書房 1977年8月 pp. 65-103．

【891Y3】に追加：

　　　執筆者を坪内逍遙とする．　【再録】：*『逍遙選集別冊第三』 春陽堂 1927年

11月 および 第一書房 1977年11月 pp. 683-688.

【89443】　風帯子[内田魯庵]　『文學者となる法』　右文社　1894年4月　《扉＋

口絵＋８＋186頁》．　　SJへの簡単な言及がある箇所と話題は，pp. 33 (世話

焼)，113-114 (慈善の人)，127 (“their fondness without benevolence, their 

familiarity without friendship”)，128 (談笑せる者)，130 (文學會)，165 (新聞

に載りしものを更に出板)，168 (トンソンが製造せし詩人)，174-175 (書肆より救

はれたり)，176-177 (人気の前に叩頭禮拝する作家の本文)である．　【復刻】：『名
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著復刻全集：近代文学館：文學者となる法』 ほるぷ 1972年１月．　【再録】：【98642】 

pp. 175-299. 『明治の文学 第11巻：内田魯庵』 筑摩書房 2001年3月 pp. 109-

254.

【90092】	 柳村[上田敏]　「英辭書の古今」　『帝國文学』　帝國文學會編輯　第六巻

第九(第六十九)　大日本圖書　1900年9月　pp. 51(967)-59(975)．　　J. A. H. 

Murrayの新著The Evolution of English Lexicography (OUP, 1900)の概要を述

べながら，SJのDictionaryの個性的特徴にも触れる．　【17/】　【復刻】：『帝國文学』 

日本図書センター 1980年．　【再録】：『定本上田敏全集第三巻』 教育出版センター 

1978；1981；1985 pp. 538-544．

【90121】　上田敏　「ジォンソン，チェスタアフィイルド卿を訪ふ」　『明星』　東京

新詩社　第11號　1901年2月23日　p. 81．　　Edward Matthew Ward (1816-

1879)が現場を再現させた絵を解説した短文．　【17/】　【復刻】：『明星：第一次』 

京都：臨川書店 1964年9月．　【再録】：『定本上田敏全集第九巻』 教育出版セン

ター 1979；1981；1985  p. 383．絵画は転載されていない．　【参考】：Roger 

Ingpen ed., The Life of Samuel Johnson by James Boswell (1925), vol. I, 

facing p. 152. 絵画が掲載されている．

【90561】に追加：

　　　【再録】：『定本上田敏全集第九巻』 教育出版センター 1979；1981；1985  

pp. 321-324．

【90653】	 Kakuzo OKAKURA[岡倉覚三]. The Book of Tea.　London: 1906.

　　第I章の末尾近くに“Samuel Johnson draws his own portrait as ‘a hardened 

and shameless tea-drinker, who for twenty years diluted his meals with only 

the infusion of the fascinating plant; who with tea amused the evening, with 

tea solaced the midnight, and with tea welcomed the morning.’”の一節が

見られるが，本書でのSJへの言及はこの箇所のみ．創元社の全集第2巻(1945年12

月)で参照した(p. 147)．　【参考】：村岡博(譯) 『茶の本』 岩波文庫 1929年3月．　

【11/10】
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